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Postembryenic  Development  of  the  Cemmon  Myriapeda  of  Japan XXIV,  A  New  Species of

the  Family  Henicopidae,  Y.  MuRAKAMI  (Oshima Chugakko,  Niihama  City, Eh;me  Pref,)

Zoet. Mag,  76  : 7-12  (1967)
A  ne",  species  of  the  Chilopadan  subfamily  Anopsobiinae  is described froin Japan. The

discovery of  the  new  species  "'ould  seern  to haste little zoogeographic  irnportance. Anopsabius

J'aponicus,  sp.  nev.  Easily dlstinguished from  ether  membcrs  of  thc  gen.usbythe  character

of  the  coxal  pores, which  are  situated  on  the  last four pairs of  Iegs, and  by  the  number  of

jeints of  antennae,  Both  characters  cexal  porcs andi  antennae  closely  related  these  of  A.

(Anopsobiella) datt,v'dofii ATT,, but difTbrs from A, daTt),doLfii in that  the  coxa  of  the

last pair of  legs with  long  lobate process and  the  legs are  not  modified,  Color pa!e yello-
wish  brown. Length about  5mn;,  Antennae aTe  IS-jeinted, thc joints densely coverd  with

hairs; the  basal joints rather  large and  the  last joint as  ]ong as  the  two  preccding  jeints
together.  Headplate  is narro",ed  for",ard, slightly  bordered  un  the  posterior sidcs  and  with

disperscd long hairs. No  eyes.  Toothed margin  of  toxicognaths  stight!y  cenvex,  3 +  3 very

smalE  teeth,  the  medlan  notch  shallow.  The  [arsus  and  ungulum  are  fused, but cleal)r  dis-

tinguishab]e, The pLeurites of  the  toxScognath  segments  are  connected  on  the ventrat  side

with  a  band.  The  sides  of  the  labrum  arc  smeeth.  The  first segment  of  the  telopodit  ef

the  ]. maxMac  net  fused with  the  coxa,  Pesterior anLgles  of  all  tergites  Tounded,  with

sparse  lung hairs. Stigmata  present on  segrnents  3, 5, 8, 10, 12 and  14, TibiaE of  pairs ef

legs 1 to ]1 with  small  tooth-like  process distally on  the  outer  side,  Tarsi oftlte  first twelve

pairs of  legs one-jointecl,  and  last three pairs of  legs two-jointed.  Praefemur  and  trochanter

ef  lhe  anal  legs "'i!h  one  streng  spine  on  each  under  side,  in additional}r  praefemur  of  legs

12 to 15 with  one  smal]  spine  as  in Litheblidae, Legs  are  slender;  with  dispersed hairs, the

ratie  of  length l3 to l5 is IO:IS:22,  Cla"･s of  legs 1.-14, are  long xvith  tsve accessoTy  cla-'s.

Coxae  of  the  last pair of  lcgs procluced  distatly into a  spinous  precess as  in other  mernbers

of  t])e  subfamily.  Coxal porcs prescnt on  the  last feur legs, srnall  and  circular,  arranged  1,

2, 2, 2 or  2, 2, 2, 2, Gonopods  of  malc  and  ferr]ale, as  shown  in figures,  have  general

structure,  Holotype:  1 bN (Length 5.57nm),  Pzratype:  19  (Length S,Omm).  O ±hcr spc £ i-

mens  33,  29.  Type  locality: Sakuragi, Tanbara-cho,  Ehime  Pref. 1e,  19,  Nov, 23, 1964.
38,  29,  Nov, l965 through  ls4ar. 1966, All the rypes  and  specimens  collectcd  by  the author

and  preserved  in the  author]s  collectlcn,  (Received July 19, l966)
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　其 の 後 こ れ は 改変 さ れ る こ とな く，現在我が国の

イ シ ム カ デ目は 2科 5 属 と な っ て い る 。 　L の 中，

Henicopidae は Liihebiidae と違 っ た特徴を もち，

そ れ に つ い て は 高桑 博士が 述 べ て い る 通 り で あ っ

て ，就中，第 1T11 又 は 第 14歩．9．E まで の 脛 節外一卜

端 に 顕 著な歯 状突起 を もつ 点 が こ の 科 グ ル
ー

フ
：
を容

易 に 区別 し得 る 特徴 の 1 つ に な ／一）
．
て い る 。 と こ ろ

で ，外 国 に は r一れ と 同 様 に 歩該 の 脛 節 に 歯状突 起 を

もっ もの に AnOi 〕 sobiinae （Ar，opsoblidae ）　と 呼 ば

れ る グ ル ープが あ る の で あ る ワ
こ の グ ル ープ の 特徴

に つ い て は 後 で 詳細 に 触 れ る こ とに し て ，先ず挙げ

られ る 顕著な特徴は ，最
．
終歩 肢 の 基節 の 後端 が 長 く

突 きで て ，そ の 先 が 鋭 い
．
鰊 状 を な す 点 に あ る。世 界

で Anopsobiinae （
− idae ）　と呼 ば れ る グ ル ー プ に

所属ナ る もの に は 現在 次の 4 属が あ る 。

　 L 　　・4nolbs，ohitts 　SILV ・，18B9 　（Ch 正le
，
　Patagonia

，

New 　Zealz 匸虹
，　South 　Africa 及 び South　 Annan ）

　2・　CatanoP ．gobius 　 SILV ．
，
19D9　（Ghi 量e ）

　3・　 DiLr乃e ！obiris 　ATT ．
，
1911 （Australia　と　New

Caledon1a）

　4・　 7’t「smunobkts 　CHAMB ．
，
1920 （Tasmania ）

こ れ らの 分
．
布は （ ） 内 に 示 す よ うに ， 1 例 を除 き

い ずれ も南 半球 の 特定地域 に 限 られ た も の と 言 廴

る c と こ ろ が 著者 は 最近 四 田 の 山 地 か ら，基節腺 孔

が第 12− 15歩肢 に あ b，し か も最終歩腋 の 基節が長

く突出 し た 日本で は 珍 し い イ シ ム カ デ を発見 した 。

基節腺孔 以 外 の 特徴か らす れ ば，そ れ は ま さ し く

Anopsobiinae （− idae）1こ所 属す る もの と 言 え，分

布 L甚 だ 興 味深 い
。 著

．．者は 再 三 現地 を訪 れ て そ の 棲

息 を確 め H 形態 を詳細に 調べ た 結果，そ れ が新種 で

あ る こ と を認 め た。こ こ に そ れ
．
を記 載 し よ 5 と思 う

が ，づ）類学的位置の 決定 に あた っ て 次 の よ うに 考察

した の で あ る。

Anopsobiinae （
− idae） と呼ば オ

．
しる グ ル ーフ の 取

り扱 い に つ い て ，こ れ まで の 研究をみ る と第 1表 の

よ うに な っ て い る 。

．
まず Verhoeff （1907） が A −

itoPsobittS の た め 亜科 Anopsobiinac を 設 け た 。 彼

が Anepsobilnae を区 軅 す る た め に と りあげ た 特徴

は 現在 か らみ れ ば い くつ か の 不自然 さが あ る が，そ

れ は t：の 頃 Anops 。bilr・ac と し て 知 られ て い た の は

・A．noPsobitts た だ 1 属で あ っ た の で あ る か ら無 理 か

らぬ こ と で あ る o そ れ に し て も彼が 設 け た こ の タ ク

第 1裘　HeHlcopidae の 階 次 の 変 遷

Authors Family Subfamilv　 　 　 ’ Tribe 　 and 　 Subtribe

Ver ］コoeff （1907）

Chamb 巳 rhn

（1912 ，　1920）

Lithobiidae 一

（Newport ）

1
．・一
　｝lenic〔｝pidac

I

− Anopsobiidae

　 Litllob三hla巳

…
」

ヨ
LAnopsobilnac

　 Henicopinae
−

　Z＞
’
gthobi 正nae

　 Hcnicopini
− Lithobiini

Attcms （ig26）

iXtterrls 　（1928）

Verh 〔，cff

〔1925，　1934）

Chambcrlin
（1955，　1962）

L ら Wl
・
ence

（1955 ）

Henicepidae −一 『− Henicopini −
i
− Henicopini

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一一
　Anops 〔｝biini

Lith° bi°idae　一　Henic °pidae   臆
τ 器宥器i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− AnOP §ob 三inae

Desmoplcura −
T
− Henicopidae

　 　 　 　 　
．．−

　Anopsobiidac

Henicep°idea −

7　
H   麟

τ 器認雲援
　 　 　 　 　

1− Anopsebiidac

　 　 　 　 　 　 Heiユicopidae − Henicopinae

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．一一Anopsobiinae

：− Zygthobiini
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ソ ン と そ れ に つ い て 述 べ た 特徴 の 多 くは ，其 の 後 の

分類 上 の 階次 を決定す る ため に 重要な標徴と な っ て

h る わけで あ る 。
こ の Vcrhoeff （190フ） の 体 系，

特 に Henicoplni の 取 り扱 い に 対し て ，　 Chamberlin

（1912） は そ れ を よ り高次 の 科 グ ル ープ に す べ き を

主張 し て Hcnic 。 pjdae を 設 け ， そ の 下 に HeniCD −

pinae と Zygthobiinae の 2 亜 科 を設 け た 。 又 引 き

つ づ い て 発 表 し た　
’‘The 　Myriopoda 　 of 　 the 　 Au ．

stralian 　Region”

（1920） の 中 で ，　 Hen 三copidae に

対 立 し た Anopsobiidae を 設 け，そ の 新 属 7
”
asnLa −

nobius を記載す る と共 に ， 近縁既知属 との 検 索 表

を か か げ た の で あ る。彼 の Tasmanobitts の 発見 に

よ っ て ，現在知 ら2Lて い る こ の グ ル ープ の 全属が こ

の と き揃 っ た と言 え る。

　1926 年， Atterns は K 廿k−Krumb ．　 Handbuch

Zool ．の 中で ， こ の グ ル
ープ を Hcnicopidae の 1族

と し て Anopsobiini を設けた が ， 2 年後 （1928）に は

そ れ を 高次の Anopsobiinae と し た 。 彼 の 主張す る

と こ ろ は ，多 くの 事実 を調 ぺ た 結 果 ，Anopsobi 三dae

を Henicopidae の 亜科 と し て 扱 うの が適 当で あ る

と し て ，Anopsobiidac と 1’lenicopidae は 他 の Li・

thQbioidea に 斡 い て み ら tしない い くつ か の 顕 著 な 特

徴 で 共 通 し て い る こ と，及 び Lithobiidae と He −

nicopidae に お け る祖 先 の 区別 が よ り古 くて ，　 H ∈
−

nicopidae 　力芸彡｝1匕し た 彳麦，　そ れ カ；　Henicopinae 　と

Anopsobiinac に 再分化 した と 仮定 さ れ る と言 う と

こ ろ に あ る 。 彼が 示 し て い る　Henic。P 三ロae と A・

nops 。biinae の 区別は 第 2 表 に 示す 8 標徴を あげ る

こ と が で き る 。 又 彼の 分類体系 に よ れ ば，日本産 の

Lam ．yctes 属は Henicopini 〔】HAMB ．に ，
　 Esastig−

1］tllfobills 属 は Zygthobilni　GHAMB 、に 入 る 。 以後

Verhoeff （1925， 1934） と Ghamberlin （1955，

1962） は 共 に 第 1表 に 示す通 り，こ の グ ル ープ を

Aiten コs よ りも高階次 と し て b る が，そ の 区別 を示

す特徴は い ずれ も Attems （1928） の 示す とこ ろ と

一
致 し て い る 。 又 南防連邦 の Lawrence （1955） は

Atterns （1928） と 同 じ 階次 を用 い て い る 。 以 ［二の よ

うに ， こ れ ま で の 研究者 は こ の 珍 し い イ シ ム カ デ の

グ ル ー　7
’
を 1つ の タ ク ソ ン と し て 取 り扱 5 こ と に は

一
致 し て い る が，そ の 分類 ヒの 階次 に つ い て は 相違

をみ
．
せ て い る わ け で あ る。

　 さ て 著者 が こ こ に 記載し よ う とす る もの の 特徴 を

第 2 表 に 示 す L − 8．の 各標 徴 に つ い て 対比 さ せ て

み る と ，
3．− 8．で は AI ユ opsobiinae に

一
致 し，標

徴 1．の 基節腺孔 に つ い て は ，そ れ が第 12− 15歩眩

に あ る 点で Hcn 三cop 三nae に 該当す る の で あ る。又

標．徴 2．の 触角小節
．
数 で は ， 両亜 科 の 特徴 の 中問 を

示 す 18小 節 を も っ て い る 。 表示 し た 8 標徴の 中，
1・

と 3．の 特徴は Attems
，
　C・hamberlin 及び VerhQeff

の 3 氏が共 に
一

致 し て 挙げ て h る と こ ろ か ら ，
こ の

2 慓徴 が 両亜科を区別す る L で 甚 だ 重要な もの と み

られ る の で あ る。そ 5な る と， こ の 新種 が ど ちらの

第 2 表 　Hen 三copinae と AnDpsobiinae の 相違 点 （A 重tems ，
1928）

標 微

L 基節腺 孔

2，触 角 小 節数

3、第 15歩肢 の 基節

4．第 i 小 顎 の 端肢第 1節

5．最 終 歩肢

6．眼

7．気 　 門

8．歩肢 の 附 節

Henicopinae Anopsobiinae

第 11，12又 は 第 13歩 肢 よ り始 ま り，多

くは 第 13− 15歩肢 に あ る

19或 は そ れ以 上

突 出 し な い

内 働 で 基節 と融 合す る

通常 ユ
ー 3 ，稀 に な し

迂亘量旨第　1，　3，　5，　6
，　10

，　12，　14
，　稀

に 3
，

5
，

8
，

10
，

12
，

14 歩肢 体 節 に

あ y

第 1− 13歩肢 で 1 − 3小 節，第 14 −

15歩肢 で 1 − 6 小 節 ， 第 15歩肢
．
の 第 2

紺 節 が と き に は 多 数 の 小 節 に 分れ る

第 14と第 15歩 肢

13− 17小節

長 く突 き で て
， 先 が 鰊状

基 節 と 融 合
一
す る こ と な く，境 界 朋 瞭

腿簫棘を も ち，時 に 転節棘あ り

な し

第　3，　5
，　8，　10，　12，　14　或 をま第　3，

10 歩肢

第 i− 12歩肢 で 1 小 節，第 13− 15歩肢

で 1か と き に は 2 小 節

N 工工
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Fig・1・　’．’lnopsobiusゴ‘4〕OlliCt’ Sl　 Sρ．！ユ OV ．
A

，
Outline　of 　al 工terg 三tes ．　 B，．’Nnter上or 　c 亙沼

，　dersal　vlew ，　 C ，　Maxllllpedcs　and 　nrst 】egs ．　 D
，

Labrum ．　E ，　Anterior　pol
’
tiol） of 　pl

・
osternum ．　正

1
，　Firs 亡 maxillae ．　 G

，
　Eigl．1th 　leg．　H ，　Four ［eenth

lcg．　1
，　
F三fteenth　 leg．　 J，　 Tibla　 Df 　 ei呂hth　 leg．　K

，
　 Left　 cuxa 　 of 　fifieen亡h 】eg

，
、
．
entral 　 view ，　 L

，

Coxal　proccss　 of 　fifteenth　leg，　latcra：　 x
．ie、、

・．　 M ，　Ccxal　 pores　 Qf 　 last　 f〔lur 　 legs，　 N −P ＞Male

9 。 n 。 P。 ds・Q．．．R ，　 Female 　g 。 n 。P 。ds．

亜零｝グ ル ープ に 丿曳る カ  　そ の 耳．（り手景い 力盡1「綴竃赱とな る

が，著 者は い ま の と こ ろ こ の 新種 を Anopsobiiuae

に 包 含 さ．せ る こ と に．し た 。 と
．
言うの は

， 基節腺孔 の

位
．
置は 後胚 発生 か らみ て 安定 した

．
特．徴 の 1 つ で あ ・

っ

て ，分類 t旱徴 と して は苺だ 重要な もの で あ る が，

He ［licopinac の 中 に あ っ て も，そ の 位語が違 うい く

つ か の 属 グ ル ープがあ 払 又 Lithobiidacの 巾 に も

Psettdot・ithoi）iftsの よ うな室蔦グ ル ープ もあ る わ け マ（．・
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あ る。だ か ら Anopsobilnae の 中に も基節腺孔 の 位

置 が 相違す る もの もあ・．・ て 不 自然 で は な い し，史

に ，よ り多 くの 共通 し た 他 の 特徴 を無視す る わけ に

は い か な い と．考 え る の で あ る 。本 新種 は ，基 節腺 孔

の 位置 ，触角小節数 或 は 後方歩肢 の 棘 の 在 り方 な

ど，Henicopinae と Anopsobiinae の 特徴 を兼 具 し

て い て ， こ の こ と か ら両 亜 科 グ ル ープ の 近縁 関係 を

5 か が う こ と が で き る 。 こ の 点，前記 し た Attems

（1928） の 意兄に 賛成 し 肚同 氏 の用h た 階次 を 著 者

も又 用 い る も の で あ る 。以 上 の 如 く，
こ の 新 種 が

Anopsobiinac に 包 含 さ れ る こ と に は まず疑 い な い

と し て ，次 に こ れ が所属す る属グ ル ープの 問類 とな

る Q

　 1938年，Attems は 旧 仏領 イ ン ドシ ナ の 南 ア ン ナ

ン 附近 に て 採集さ れ た多足類 の 中か ら　AnoPsobius

（An ・Ps・biella） dawyd ・澀 ATT ・を記 載 し，新亜属

AnoPsobiellaを設け た 。
　 Attems に よ る と こ の 亜属

が他 の ・4noPoin
’・
t｛s と 区別 さ れ る 点 は 歯数 と 第 14−

15歩肢 の 変形 に あ る と し て い る が， A ．　 dawydoOi

は 基 節腺孔が ！2・− 15・歩肢 に あ り，触角が 18小 節

で あ る 。 こ の 点 で こ こ に 記載 し よ うとす る 新種 と一

致 し て い る と言
’
え る 。 そ の た め 著者は AnoPsobiella

を独 立 属 と し て 取 り扱 う こ と も考 え た が ，A ．　dazvy−

doff に は AnQpsobiinae と し て 重 要な最終歩肢 の

基節 の 突出 と 同転節及び 前腿節 の 大蕀 を全 く欠 い て

靉鸚
醗纛

い る の で あ る 。 こ の 点で こ の 種 は Henicop　／nae に

包 含 さ れ る べ きで は な か ろ うか と も考え られ る。こ

の 疑問 を 明 らか に す る こ とが で きない た め ， 本新種

を
一

応 AnoPsoblus に 所属 さ せ る こ と に し た が ，こ

れ は 将来再検討す る 必要があ る もの と 考 え て い る 。

．本新種 の 発見 に よ っ て R 本産 Henicopidae を次 の

よ うに 区別す る こ とが で き る 。

　 　　 Henicopidae （Lives　in　Japan）

　 　　　 A ・Henicopina ピ

　　　　　　　Esastigmatobi％s　SILVESTR 正

　　　　　　　Lamyctes　 MEINERT

　 　　　 B ・Anopsobi 量nae

　 　　　 　　 　Anof ）sobius 　SILVESTRI

　 Amopsobius 　japo瓲 icus，　sp ．　norv 。（メ ク ラ イ シ

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 ム カ デ ）

　 体 長約 5　mr7 ち 体色 は 淡 黄褐色 。 触角 は 18小節か

ら な り，第 1− 2 小 節が い くらか 大 き く，末端小節

は長 く，他 の 小節 は 長 さ と幅 が ほ ぼ 同じ 。 各小 節多

毛 ， 後方 へ の ばす と第 4背板 に 達 す る （第 2 図 ，

W ）。頭板は 縦横 の 径が ほ ぼ 同 じ で ， 縁取 りは 側 縁

の 後半 に 沿 っ た わ ず か の 部分 に あ り，後 縁 に は な

い 。 頭 条溝 は狭 い V 字形 ， 眼は 全 く欠け，表面 に は

比 較的細 艮 い 刺 毛 が 垂 直 に 疎 生 し て い る （第 1 図 ，

B ）b 顎肢 の 鮒節 と 爪 の 区別 が明瞭 。 基 節 前縁 の 歯

は 3 十 3 で 小 さ く，互 に 離れ て あ り，直接前縁 に っ

　　　　　　　　　鑾譲攤 驫 葎 藩欝 獵 灘 難 蠢灘鑾灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覊 纛　 奪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驤 ！

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 駒　 羅

　　　　　　　　　　離韆蕪講蜜 霾 韆 韈 盞 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 鞣 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘嬲
Fig．2．　 An ・PsobiusゴaP θ nicus ，　sp ，　 nov ．
S

，
Fifteen出 legs

，
　dorsal　 view ．　 T

，
　 A 且 terior 　 end

，
　 ventral 　 view 。　 U

，
　 Fifteenth　 leg　（right ） 1ateral

view ．　 V ，
　Adult　 male （Length 　 5．い 鵬 ），

　 dorsal　 view ．　 W ，
　 Right　 antenna ，

　 ventra 正view 。
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く。 副
．
棘は 細長 く，内側 に 向 っ て 曲 る。顎 臓 の 側板

は 腹側 で 帯状 に 連絡 し，第 1歩、肢 体節 の 胸板 と顎 膜

の 基胸板と を分 け て い る （第 1 図 ， G 及び E ）。
　 h

唇 の 両側に は 突起物或は切れ込 み なく．中央 小 歯以

外は 平滑無毛 （第 1 図，D ）。 第 1小顎 の 端肢第 1 節

は 基節 と融合せ ず，両者 の 聞 に 境界線 あ り（第 1 図，

F ）。す べ て の 背 板 に 三 角状突起 な く，両後 角は 丸

く，表 西に は 比 較的長 い 刺毛が 垂直 に 疎 生 し，特 に

側 縁 に 沿 っ た 刺 毛 は 無 い 。 気門 は 第 3
，

5，8
，

IO，

12 又 び 14体節 に 開 く。第 1−− ll 歩肢 の 脛 節 末端 に

は 尖鋭な 歯状突起 を つ け （第 1 図，J），雖節 は 第

13− 15歩肢が 2節 で ，他 の 歩肢 ｝よ 1節 c 第12．一・15歩

肢 の 前腿節末端背 側 の 1有角 に 各 1小辣 をつ け J 最終

歩肢 で は 更に 転節 の 下 薗 末 端 と 前腿 節 ト面 の 中央 よ

りゃ や 後 へ よ っ た と こ ろ に 各 亅本 の 大棘 を もつ
。 歩

肢 の 疎 は そ れ ら以 外 に は ない
。 全歩肢 い ずれ も剌毛

が疎生 し ， 紅艮 く，特 に 最終歩肢 は繊細で ，第 8，

13− 15 の 各 歩 肢 の 長 さ の 比 は 7 ：10 ： 13 ： 22 で あ

る 。 主 爪 は 最終歩咳 を除 き他 の 歩肢 で は 2 本 の 副爪

をつ け る o 第 15歩肢 の 基 節 は 末端が 長 くの び て，そ

の 先が転節を 越 え，突出部 は い くらか 背 側へ向 っ て

そ り，表面 に 刺毛をつ け る 。 又 そ の 末 端は 棘 と な っ

て い る （第 1 図，1，K ，　 L 及 び 第 2 図，　 U ）。 基 節

腺孔 は 第 12 ．15歩肪 に あ っ て ， 小円形 ，．数 は 2
，

2
，

2
，

2 或 は 1，2，2，2 で あ る。

　生殖 肢 ：雄 の 生殖．肢 は 4節か らな り， 筆状 で ，末

i 小 節 は 細長 く，表面 は 鱗状 の 小突起 が ならぶ 。 雌

の 生殖 肢 は 3 節 で 基節 は 大 きく，内隅 角の 棘 は 2 十

2 ，爪 は 強 く 曲 っ て 極め て 尖鋭 な鈎状 をなす （第 1

図 ， N − R ）。

　Holotype ： 1 ε　（体長 5・57n ’n ），　 Paratype ： 1♀

（｛2ド長 　5・Ofill〃 ）o 　他 ｛こ 36
，　2　♀ o 　産 地 ： 愛媛県周

桑郡 丿゚1一原田∫桜 樹 0 　1964年 11丿弓　23　口　1　♂ 及 び 1　♀，

1965年 ！1月一1966年 3 月 36 及 び 2 ♀ 。 い ず れ も著

者採集保存。
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